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１.研究の背景と目的 

	現在、集合体恐怖症のほかにも高所恐怖症や閉所

恐怖症など多くの恐怖症があり、重度のものにな

ると普段の生活もままならなくなり、吐き気や場

合によっては鬱状態になることもある。その為恐

怖症を克服する治療を行う人もいる。	

	 人が恐怖を感じるのには脳の扁桃体が大きく関

わっている。扁桃体とは情動に関わっており、特に

恐怖や嫌悪に強く関わっている。恐怖症とはこの

扁桃体が恐怖や嫌悪に対して過剰に反応して	し

まう状態のことを言う。これが視覚から得た情報

に反応することにより自律神経反応などを起こし

心拍が早くなったり、胃が痛くなったりすること

がある。	

	 人が集合体に恐怖を感じる仕組みは人の危機感

に大きく関わっている。過去の研究からクモやヘ

ビ、サソリなど命を奪う可能性の高い生物に多い

模様に集合体が多く、本能的な部分で嫌悪感を感

じてしまうことが明らかになっている。他にも皮

膚病などに関連して不快感を感じると言われてい

る。	

	 このように、恐怖症がなぜ起こるのかなどの研

究は多く見られるが、現在の研究ではどのような

形体,密度の集合体ならば恐怖症が起こるのか明

らかになっていない。世の中には集合体が多くあ

るが蓮の花托に不快感を感じる人は多いが木の葉

に不快感を感じる人は少ないだろう。	

	 そのため、本研究では集合体に不快感を感じる

要因を明らかにすることで、人々が何を基準に不

快感を感じるのか明らかにするのが目的である。	

２.研究の方法 

I. 恐怖症や不快感がなぜ引き起こされるのか、

集合体がどのように関係しているのか調べ

る。 

II. 恐怖を感じる可能性のある集合体の定義を

決めるため一定の範囲にどの大きさ、密度で

同じ図形があると不快感を感じ始める人が

増えるのか調査し III 以降の調査の為の基準

決めを行う。 

III. Ⅱの結果から不快感を感じる集合体の条件

を円、3 角形、4 角形などと形のみ条件を変

え、不快感の感じ方の違いを調査し集合体に

よって感じる不快感と形体の関係性を明ら

かにする。 

IV. Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの結果から不快感を感じる作品を

制作する。 

 

３.研究成果 

まず一般的に人がどの程度の集合体から恐怖や

嫌悪感を感じ始めるか調査する必要があると考え

た。そこで大学生の男女 47 人(男性 24 人、女性 18

人、不明 5 人)に黒丸の集合体について大きさ、密

度の違いによる不快感の感じ方の違いを調査した

(2019.09.26)。黒丸の大きさを 25mm2、50mm2、100mm2

の３種類をそれぞれ 100cm2あたり約 80%、50%、25%

黒丸で占めるように配置し Adobe	 Illustrator	

CC2019 の「個別に変形」機能を使用し水平方向・

垂直方向に 5mm ランダムに分布させたサンプルを

制作した（表 1、図 1）。また、質問は画像を見てど

の程度不快感を感じたのか A 不快ではない、B や



番号 黒丸の大きさ(m㎡） 個数 密度(%)
(1) 100 25
(2) 100 49
(3) 100 81
(4) 50 24.5
(5) 50 50
(6) 50 84.5
(7) 25 25
(8) 25 49
(9) 25 81

(1) (2) (3)

(4) (5) (6)

(7) (8) (9)

や不快、C 不快、D とても不快の 4 段階から選択し

てもらった。	

	 その結果密度の小さい(1)(4)(7)では極端に

不快感が小さく、黒丸面積の大きい(2)では密度が

約50％あるが不快と感じる人は40％を下回る結果

となった。反対に黒丸の小さい(8)では密度の大き

い(9)との差が小さく 70％以上の人が不快感を感

じる結果となった(図 2)。	

表１ アンケートに使用したサンプルのデータ  

	

	

	

	

	

	

 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 1 アンケートに使用した画像 

 

 

	

	

	

	

	

 

 

図 2 アンケート回答の画像別割合 

 また、とても不快を１点とし、回答を 1〜４点と

点数化し、平均値を出した結果、図２による考察と

同じく(1)(4)(7)の数値が大きくなった（図 3）。以

上より集合体はより小さく密度の大きいものほど

不快感を感じやすいということが明らかになった。	 	

	

	

 

	

	

	

	

図 3 アンケート回答の画像別平均値 

これらの結果より研究の方法Ⅲ以降では不快感

を特に感じる人の割合が多かった(6)、(8)、(9)の

サンプルを基準としさらに不快感の要因を明らか

にしていく。	

	

4.今後の予定 

	今回のアンケート結果をもとに研究の方法Ⅲに

使用するサンプルを(6)、(8)、(9)を基準とし制作、

アンケートを行い集合体が不快感を感じさせる要

因を明らかにする。	
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